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平成 13 年度（農業環境研究成果情報 第 18 集）

殷　　熙洙ら	 野菜類におけるダイオキシン類の汚染軽減方策	

芝野　和夫ら	 ダイオキシン類の水田からの流出・流下特性	

川崎　　晃ら	 ダイズのカドミウム吸収特性解明のための 113Cd トレーサー試験法	

加藤　英孝	 カラム浸潤法による黒ボク土の硝酸イオン吸着容量の測定	

小川　直人	 Burkholderia 属細菌のクロロ安息香酸分解遺伝子群発現の調節因子による制御	

松井　正春ら	 耐虫性遺伝子組換えトウモロコシの花粉に含まれる Bt トキシンの生物検定法	

山村　光司ら	 害虫の侵入定着を防止し所定の安全レベルを達成するための植物検疫強度の推定法	

伊藤　一幸ら	 水生植物の奇形葉による水田からの除草剤流出の検出法	

平舘俊太郎ら	 火山灰土壌による 2, 4 - D の吸着メカニズムの解明	

藤井　義晴ら	 ヘアリーベッチに含まれる植物生長阻害物質シアナミドの発見	

芝池　博幸ら	 DNA からみたタンポポ属植物の雑種個体の識別と全国分布	

荒城　雅昭	 土壌線虫を指標とした黒ボク土畑における耕起の影響評価	

西森　基貴ら	 生育阻害要因を考慮した日本の水稲生産の温暖化に対するぜい弱性の評価	

小原　裕三ら	 被覆資材による土壌くん蒸用臭化メチルの大気放出量削減技術の開発	

鶴田　治雄ら	 湿潤熱帯林の土地利用変化に伴う土壌からの温室効果ガス発生・吸収量の変動	

白戸　康人ら	 日本の畑土壌に適用可能な土壌炭素循環モデル（改良 RothC モデル）	

駒村美佐子ら	 わが国における小麦の放射能汚染の長期観測	

井上　吉雄ら	 航空機搭載多目的デジタル分光画像計測システム	

井上　吉雄ら	 短波長赤外反射特性に基づいた作物収穫残渣の土壌被覆率計測手法	

吉松　慎一	 ヤガ科害虫４グループ類似種の幼生期の識別法	

篠原　弘亮ら	 健全イネでの常在が明らかになった Pseudomonas huttiensis の再分類	

平成 14 年度（農業環境研究成果情報 第 19 集）

桑原　雅彦ら	 イネは土壌からダイオキシン類を吸収しない	

清家　伸康ら	 化学資材による土壌中ダイオキシン類の分解	

小原　裕三ら	 土壌表層中ダイオキシン類の光分解反応実験装置の開発	

牧野　知之ら	 連続遠心分離法を用いた土壌懸濁物質の粒径別ダイオキシン類濃度の測定	

谷山　一郎ら	 湖沼底質中ダイオキシン類の流域土地利用別寄与率の推定	

板橋　　直ら	 流域単位で河川への懸濁物質流出負荷量を算定するモデルの作成	

櫻井　泰弘ら	 土壌溶液中カドミウム濃度による玄米中カドミウム濃度の推定	

織田　久男ら	 113Cd 標識肥料を用いた肥料由来カドミウムの土壌負荷量の推定	

阿江　教治ら	 ダイズの子実カドミウム低蓄積系統における根の役割	

江口　定夫	 浅層地下水位変動の解析による水と硝酸イオンの移動経路・フラックスの推定	

竹内　　誠ら	 水質モニタリングデータの図形表示・データ集約システムの作製	

高木　和広ら	 分解菌集積木質炭化素材を用いたシマジンの現地におけるバイオレメディエーション	

高木　和広ら	 モミガラ成形炭粉末を用いた水稲用除草剤の系外流出削減技術	

堀尾　　剛ら	 メダカを使って化学物質の内分泌かく乱作用を簡易に検出する	

松尾　和人ら	 キセニアを利用したトウモロコシ交雑率の簡易調査法	

松本　直幸ら	 紋羽病菌に見出された菌類ウィルス由来の病原力低下因子の発見	
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星野（高田）裕子ら	 スキムミルクを用いた黒ボク土からの DNA 抽出法	

藤井　　毅ら	 キトオリゴ糖と特異的に作用するレセプターの検出法の開発	

杉江　　元	 分布を拡大しているハイマダラノメイガの雄成虫を誘引する物質の発見	

平舘俊太郎ら	 葉面バクテリアが生産する抗微生物活性物質の化学構造の解明	

池田　浩明ら	 湿性植生による土壌懸濁物質の捕捉機能の評価	

小林　和彦ら	 FACE（開放系大気 CO2 増加）圃場では米収量が増え，タンパク含量が減る	

宮田　　明ら	 湿地ツンドラにおける二酸化炭素とメタンの年間収支とその年次変動	

八木　一行ら	 水田の間断灌漑水管理・慣行施肥管理は水稲栽培期間中のメタンと亜酸化窒素の発生を

	 共に抑制する	

吉松　慎一ら	 ３種のヤガ科新害虫の九州以北における発生の確認と同定	

月星　隆雄ら	 日本野生植物寄生・共生菌類目録の作成と Web 上での公開	

望月　　淳ら	 飼育昆虫・ダニ類データベースの作成と Web 上での公開	

平成 15 年度（農業環境研究成果情報 第 20 集）

清家　伸康ら	 水田土壌中のダイオキシン類起源の推移	

牧野　知之ら	 凝集剤による水田からのダイオキシン類の流出防止法	

織田　久男ら	 ストロンチウム同位体比を利用したネギの産地国判別	

村上　政治ら	 畑条件で栽培するイネはカドミウム汚染水田の修復に最適である	

杉山　　恵ら	 子実カドミウム蓄積性が高いダイズ品種は幼植物の段階で簡易に検定できる	

江口　定夫	 硝酸性窒素の浅層地下水および第二帯水層への到達時間	

三島慎一郎ら	 農業生産に伴う養分収支を都道府県・市町村単位で算出するシステム	

森本　　晶ら	 PCR-DGGE 法による土壌中のクロロ安息香酸分解菌群の検出	

石原　　悟ら	 日本産珪藻および藍藻を用いた OECD 藻類生長阻害試験法の改良	

石井　英夫	 PCR-Luminex 法を用いてイネいもち病菌の MBI-D 剤耐性菌を遺伝子診断する	

石井　英夫	 アシベンゾラル S メチルによるナシの黒星病抵抗性誘導には PGIP が密接に関与する	

山村　光司ら	 リンゴ火傷病が日本に侵入するリスクの推定法	

土屋　健一ら	 ショウガ科植物に寄生する外来性青枯病菌系統の侵入と伝搬	

澤田　宏之ら	 マメ科植物根粒菌のモニタリング手法開発のための 16S rDNA 情報	

野口　　浩ら	 チャノコカクモンハマキの交信撹乱剤抵抗性系統の作出と抵抗性の要因	

野口　　浩ら	 チャノコカクモンハマキの性フェロモン構成成分比の地理的変異	

池田　浩明ら	 イヌホタルイのスルホニルウレア系除草剤の抵抗性遺伝子は集団中に急速に広まる	

藤井　義晴ら	 土壌を用いた他感作用の検定手法の開発	

藤井　義晴ら	 ソバ属植物のアレロパシーとソバを利用した植生管理	

平舘俊太郎ら	 土壌中の腐植酸を構成する炭素に占めるススキ由来炭素の割合	

鳥谷　　均ら	 衛星画像を用いたモンスーンアジアでの主要穀物の栽培期間の推定	

桑形　恒男ら	 局地気象モデルを活用した水田の水温・地温の広域的な推定手法の開発	

宮田　　明	 水稲単作田の熱収支と CO2 フラックスの通年データセットの構築	

秋山　博子ら	 農耕地への有機物施用は亜酸化窒素の主要な排出源のひとつである	

川島　茂人ら	 トウモロコシ花粉飛散量自動モニター装置の開発	

織田健次郎	 わが国の食料供給システムにおける 1980 年代以降の窒素収支の変遷	

デイビッド・スプレイグら

	 迅速測図を用いて過去 100 年間の土地利用変化を定量的に計測する	

藤原　英司ら	 天然放射性核種 210Pb は乾燥地草原での風食を示す指標として有効である	
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馬場　浩司ら	 玄米に含まれるカドミウムのレーザーを利用した直接定量法の開発	

井上　吉雄	 多周波マイクロ波は全天候下で作物群落特性のリモートセンシングを可能にする	

井上　吉雄	 熱赤外リモートセンシングによる表面温度は土壌面 CO2 フラックスの広域評価に

	 有効である	

三中　信宏ら	 遺伝子情報に基づく巨大系統樹推定プログラムの開発	

中井　　信ら	 土壌情報の一元的収集システムの開発	

中谷　至伸ら	 農業環境技術研究所が所蔵する昆虫タイプ標本一覧表ならびに画像の Web 上での公開	

對馬　誠也ら	 分散型データベースによる「微生物インベントリー」の構築と Web 上での公開	

西山　幸司	 凍結保存細菌の反復利用効率を高めるための分散媒の改良	

平成 16 年度（農業環境研究成果情報 第 21 集）

上垣　隆一ら	 水田土壌におけるダイオキシン類の年間収支の推定	

菅原　和夫ら	 ダイズ子実のカドミウム濃度を土壌属性から予測するための手法	

牧野　知之ら	 カドミウムで汚染された水田を修復するための土壌洗浄法	

川崎　　晃ら	 水耕栽培したダイズにおけるカドミウムの移行特性	

石川　　覚ら	 玄米のカドミウム濃度に係わる遺伝子座の検索	

鈴木　克拓ら	 亀裂の発達した粘土質転換畑の暗渠からのリンの流出	

駒田　充生ら	 畑土壌からの嫌気的な亜酸化窒素発生に脱窒菌以外の微生物が関わっている	

中島　泰弘ら	 台地畑における浅層地下水中の亜酸化窒素の由来	

竹内　　誠ら	 畑ほ場における窒素動態・収支シミュレーションシステム	

小川　直人ら	 クロロカテコール分解酵素の基質特異性は３つのアミノ酸によって決定される	

髙木　和広ら	 シマジン分解細菌群 CD7 の構成種とその機能	

大津　和久	 農薬生態毒性評価のためのコガタシマトビケラの室内人工飼育法	

石井　英夫	 アシベンゾラルＳメチルは葉面糸状菌相に影響を及ぼさない	

鈴木　　健	 解毒酵素遺伝子塩基配列の違いを利用した有機リン剤抵抗性ワタアブラムシの識別法	

山村　光司	 環境のゆらぎを考慮した花粉拡散距離の推定法	

松井　正春ら	 アジア・太平洋外来生物データベースシステムの構築	

星野（高田）裕子ら	 土壌抽出 DNA を用いた土壌くん蒸処理の微生物群集への影響評価	

土屋　健一ら	 農業環境に由来するセパシア菌群（Burkholderia cepacia complex）の遺伝子型	

平舘俊太郎ら	 ユキヤナギに含まれる高活性植物生育阻害物質の発見	

藤井　義晴ら	 日本在来の被覆植物リュウノヒゲの他感作用と他感物質としてのサリチル酸の発見	

藤井　義晴ら	 ムクナの根から放出される L−ドーパに対する植物の抵抗性機構	

藤井　義晴ら	 外来植物ニセアカシアのアレロパシー活性と作用物質	

藤井　義晴ら	 間伐材から抽出された植物生育促進物質 1, 2 - プロパンジオール	

芝池　博幸ら	 関東地方でみられるタンポポの４割は単一のクローンである	

荒城　雅昭ら	 くん蒸処理が畑の土壌線虫の種数および密度に及ぼす影響と回復の内容	

石郷岡康史ら	 農業水利用を考慮した新しい大陸スケールの水循環モデルの開発	

間野　正美ら	 渦相関法による CO2 フラックス計算用の実用的プログラム	

西村　誠一ら	 メタン発生の多い水田での畑転換は有効な温室効果ガス発生抑制技術である	

渡辺　栄喜ら	 農作物中の殺虫剤イミダクロプリドは簡易かつ迅速に分析できる	

大野　宏之ら	 水稲作付地を衛星搭載レーダと地理情報を用いて確実に精度良く検出する技術	

井上　吉雄	 リモートセンシングと生態プロセスモデルの協働による CO2 フラックスの動的

	 評価手法	
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吉松　慎一ら	 侵入害虫クロテンオオメンコガ（新称）の国内における広範囲での発生確認	

平成 17 年度（農業環境研究成果情報 第 22 集）

坂西　研二ら	 中規模河川における懸濁性水質サンプルの採取位置による濃度差は小さい	

酒井　順子ら	 水田土壌から分離した 2, 4 - D 分解菌の分解遺伝子はメガプラスミドに存在する	

藤井　　毅ら	 キトビオースが誘導する放線菌の効率よいキチン分解機構	

高木　和広ら	 クロロ及びメチルチオトリアジン系農薬を完全分解できる複合微生物系	

石原　　悟ら	 珪藻の除草剤感受性を群集レベルの生育速度により簡易に検定する	

松尾　和人ら	 雑草群落に混生する野生化したアブラナ属植物の種間交雑種子の検出	

藤井　　毅ら	 キュウリ苗立枯病を抑える組換え微生物の土壌微生物相への影響	

望月　　淳ら	 導入天敵昆虫等の新たな生態系影響評価方法と導入判断基準	

田中　幸一ら	 外来昆虫ブタクサハムシの飛翔による分布拡大能力	

池田　浩明ら	 浮遊シダ植物のサンショウモはスルホニルウレア系除草剤に対して感受性が高い	

平舘俊太郎ら	 土壌中における L-DOPA の植物生育阻害活性の消長	

平舘俊太郎ら	 固体 NMR によるアロフェン・イモゴライトの検出と Al 配位数解析	

平舘俊太郎ら	 13 量体 Al は根圏環境中で不安定なため生育阻害要因となりえない	

平舘俊太郎ら	 高感度・高精度・迅速なシアナミド定量法	

藤井　義晴ら	 アオコの増殖抑制植物を検定する「リーフディスク法」の開発	

楠本　良延ら	 生物多様性保全のための景観・植生調査解析システム	

吉本真由美ら	 大気 CO2 濃度の上昇と群落微気象要因を考慮したイネの穂温推定モデル	

秋山　博子ら	 農耕地からの亜酸化窒素の排出係数は現在の IPCC デフォルト値よりも低い	

井上　　聡ら	 積雪地域におけるスギ花粉の飛散開始日の推定	

新藤　純子ら	 食料生産・消費拡大がもたらす東・東南アジアの水質変動の予測	

岩崎　亘典ら	 野生動物の生息域拡大のしにくさを評価する手法の開発	

山口　紀子ら	 XANES を用いた水田土壌中のヨウ素の非破壊形態分析とその溶脱機構	

芝山　道郎ら	 反射光の偏光特性を利用した作物個体群情報の計測方法	

安田　耕司ら	 昆虫文献目録「三橋ノート」の画像データベースの作成と公開	

對馬　誠也ら	 130 年にわたって採集された微生物さく葉標本の目録の作成と公開	

對馬　誠也ら	 植物生息細菌の定性・定量的解析とデータベースの構築	

平成 18 年度（研究成果情報 第 23 集）

（普及に移しうる成果）

大谷　　卓ら	 ディルドリンを吸収しにくいカボチャ台木を用いてキュウリ果実中の残留濃度を低減	

阿部　　薫ら	 イムノクロマトアッセイを用いた玄米等のカドミウム濃度簡易測定法	

八木　一行ら	 2006 年版 IPCC ガイドラインに採用された水田から発生するメタンの新しい算定方法	

秋山　博子ら	 京都議定書第一約束期間の開始を前に，農耕地から発生する亜酸化窒素の新しい

	 排出係数を算定	

齋藤　雅典ら	 「水環境保全のための農業環境モニタリングマニュアル改訂版」の発行	

（主要研究成果）

藤井　義晴ら	 コンフリーのアレロパシーと植物生育阻害物質の同定	

藤井　義晴ら	 小笠原父島に生育する樹木葉のアレロパシー活性の検定	

伊藤　健二	 特定外来生物カワヒバリガイ，霞ヶ浦に定着し分布域を拡大中	
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吉村　泰幸ら	 カナダのナタネ輸出港周辺において遺伝子組換えナタネの分布は拡大しない	

吉村　泰幸ら	 ほ場で遺伝子組換えダイズとツルマメが交雑する可能性は低い	

松尾　和人ら	 輸入港周辺の遺伝子組換えナタネは，従来のナタネ生育地にしか生育していない	

田中　幸一ら	 トンボの生息環境としてのため池の特徴	

楠本　良延ら	 谷津田を囲む斜面林周辺の草刈りが生物多様性を高める	

藤井　義晴ら	 ソバ粗抽出液に含まれる主要な植物生長阻害成分はルチン	

杉江　　元ら	 チャノコカクモンハマキの交信撹乱剤に対する抵抗性発現要因	

酒井　英光ら	 大気 CO2 増加による水稲の群落光合成の促進は葉窒素濃度に依存する	

吉本真由美ら	 大気 CO2 濃度の上昇は水田の水需要を減らす	

岸本　文紅ら	 土壌炭素動態の温暖化応答解明のための高精度土壌加温システム	

山口　紀子ら	 畑土壌における交換態放射性ストロンチウム減少速度は土壌の陽イオン交換能が

	 支配する	

馬場　浩司ら	 土壌及び作物中のフェニル置換ヒ素化合物の定量法	

坂本　利弘ら	 高頻度観測衛星センサー（MODIS/Terra）を活用してメコンデルタの洪水と稲作を

	 動的に捉える	

井上　吉雄	 日本の全流域圏・農耕地を網羅する農業生態系空間情報解析システム	

吉松　慎一ら	 菌床シイタケの新害虫をヤガ科ナミグルマアツバと同定	

中谷　至伸	 日本産ヒョウタンカスミカメ族（カメムシ目）の Web 図説検索表	

平成 19 年度（研究成果情報 第 24 集）

（普及に移しうる成果）

横山　淳史ら	 コガタシマトビケラ１齢幼虫を用いた農薬の急性毒性試験法マニュアル	

小原　裕三ら	 環境への負荷がより小さい低濃度エタノールを用いた低コストの新規土壌消毒法	

高木　和広ら	 ゼロエミッションを目指したもみ殻ガス化残渣の有効利用	

荒尾　知人ら	 スズメノナスビを台木としてナス果実中カドミウム濃度を低減	

森本　　晶ら	 土壌 DNA による土壌生物相解析マニュアル	

北本　宏子ら	 葉の表面に棲む生分解性プラスチック分解酵母	

桑形　恒男ら	 水稲の温暖化影響評価のための「モデル結合型作物気象データベース」	

須藤　重人	 温室効果ガス３成分自動同時分析計の開発	

大野　宏之ら	 広域的な栽培暦情報を集積し，共有するための Web データベース	

（主要研究成果）

井上　恒久ら	 渥美半島地域を対象とした農耕地土壌分類第３次改訂版に基づくデジタル農耕地土壌図

	 の作成	

楠本　良延ら	 水田周辺ではどのような外来植物に注意すべきか	

小沼　明弘ら	 輸入穀物に種子が混入しやすい外来植物の特徴	

藤井　義晴ら	 要注意外来植物ハリエンジュにもシアナミドが含まれる	

山谷　紘子ら	 外来植物アカギに含まれる植物生育阻害物質はＬ−酒石酸	

藤井　義晴ら	 簡易型雑草リスク評価法の提案とこれによるリスク評価	

木方　展治ら	 作物可食部のウラン濃度が低いことをほ場試験で確認	

川崎　　晃ら	 有機性廃棄物の施用に伴うカドミウムの農地負荷量と作物中カドミウム濃度への影響	

荒尾　知人ら	 カドミウム非汚染水田における年間カドミウム収支	

林　健太郎ら	 窒素追肥によりイネがアンモニアを放出する	

神山　和則ら	 １㎞メッシュ単位で推定した農業統計のデータベース化	
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西森　基貴ら	 日本で使用された農薬のゆくえを明らかにできる地球規模の挙動予測モデル	

王　　　勇ら	 土壌中で生育している微生物の遺伝子の発現を検出した	

麓　　多門ら	 水田からのメタン発生量を推定する数理モデル・DNDC Rice の開発	

對馬　誠也ら	 日本に生息するサトウキビ白すじ病菌の遺伝子型	

對馬　誠也ら	 温室栽培トマトと露地栽培トマトの葉面生息細菌相は著しく異なる	

天野　達也ら	 水田地帯では周辺環境によって生息する鳥類が異なる	

江口　定夫ら	 黒ボク土畑下層における不均一な水移動の定量化	

江口　定夫ら	 台地に隣接した水田下の浅層地下水中における脱窒の定量化	

加藤　英孝ら	 土壌特性・土層構成に基づく硝酸性窒素の地下水到達時間の面的予測	

荒城　雅昭	 土壌線虫の簡易同定に役立つ画像付形質一覧表の公開	

吉本真由美ら	 未来の水田生態系を予測する周年開放系温暖化実験システム	

長谷川利拡ら	 天水田地帯の水稲収量を推定する簡易モデル	

藤原　英司	 黄砂とともに飛来する放射性セシウム（137Cs）	

井上　吉雄ら	 群落光吸収率・光利用効率の遠隔評価 のための新反射スペクトル指数	

井上　吉雄	 空間情報技術による山岳アジア焼畑生態系の土地利用履歴と炭素ストックの広域評価	

平成 20 年度（研究成果情報 第 25 集）

（普及に移しうる成果）

清家　伸康ら	 キュウリのディルドリン残留濃度を予測できる土壌抽出法	

大谷　　卓ら	 カボチャのヘプタクロル汚染対策技術	

小板橋基夫ら	 植物の葉から採れたカビが生分解性プラスチックを強力に分解	

杉江　　元ら	 性フェロモンを利用したナシマダラメイガの発生予察用誘引剤	

秋山　博子ら	 温室効果ガスの可搬型自動サンプリング装置の開発	

岩崎　亘典ら	 明治時代初期の関東地方の土地利用をインターネットで閲覧できるシステムを開発	

吉松　慎一ら	 北海道内の広域で発生した新害虫はヘリキスジノメイガだった	

（主要研究成果）

岩船　　敬	 河川における水稲用除草剤の分解物の消長と藻類に対する急性毒性	

高木　和広ら	 ヘキサクロロベンゼン（HCB）を好気的に分解・無機化する細菌の単離・同定と

	 主要代謝経路の解明	

大谷　　卓ら	 ズッキーニを利用した土壌残留ディルドリンのファイトレメディエーション	

川崎　　晃ら	 安定同位体を用いて植物に吸収されうるカドミウムの最大量を評価する	

石川　　覚ら	 イネ品種間差を利用して，玄米のカドミウム汚染を低減	

西田　智子ら	 日本における導入前雑草リスク評価法の構築	

平舘俊太郎ら	 外来植物の侵入は土壌 pH と有効態リン酸に関連している	

望月　　淳ら	 ミトコンドリア遺伝子の部分配列による土着天敵ヤマトクサカゲロウと外来近縁種との

	 識別法	

山中　武彦ら	 ため池の多様なトンボ類を守るためには，池の環境だけではなく，池の配置も重要です	

長谷川利拡ら	 2007 年夏季異常高温下での水稲不稔率の増加を確認	

長谷川利拡ら	 水田からのメタン放出に対する大気二酸化炭素濃度と夜温上昇の相互作用	

新藤　純子ら	 東南アジアにおけるバイオ燃料増産による環境への窒素負荷の評価	

井上　　聡ら	 極低温条件でも降水の量と継続時間を正確に長期間保守なしで実測できる測器の検証	

石塚　直樹ら	 東アジアの土地被覆・土地利用の時間的変化を広範囲で捉えるための植生指数データ

	 セット	
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上田　義治ら	 農業環境インベントリーシステムの Web 公開	

荒城　雅昭ら	 国内における線虫学関連文献目録の公開	

平成 21 年度（研究成果情報 第 26 集）

（普及に移しうる成果）

殷　　熙洙ら	 水浄化を目的とした微粉末活性炭タブレットの開発	

村上　政治ら	 カドミウム高吸収イネ品種によるカドミウム汚染水田の浄化技術

	 （ファイトレメディエーション）	

福岡　峰彦ら	 低コストで高精度の気温測定を可能にする強制通風筒	

桑形　恒男ら	 時別日射量の高精度推定法の開発と日本全域におけるデータセットの作成	

八木　一行ら	 世界の水田からのメタン発生量とその削減可能量の推定	

木方　展治ら	 主要穀類および農耕地土壌の人工放射性核種（90Sr，137Cs）分析データの

	 インターネット上への公開	

殷　　熙洙ら	 水中の有害な有機性化学物質を対象とした分析マニュアル	

高田　裕介ら	 農耕地土壌に関する情報を WEB 上で閲覧するシステムの公開	

（主要成果）

髙木　和広ら	 ディルドリンを好気的に分解する糸状菌の単離	

髙木　和広ら	 メラミン分解細菌を土壌中から発見	

永井　孝志	 農薬による環境リスクの大きさを計算する確率論的評価法	

横山　淳史ら	 殺虫剤の分解物は河川で水生節足動物に影響を及ぼしているのか？	

石川　　覚ら	 玄米カドミウム濃度を制御する新規の遺伝子座の同定	

石川　　覚ら	 稲やナスのカドミウム集積は導管にカドミウムを輸送する能力に支配される	

屋良佳緒利ら	 侵入害虫クリタマバチ防除のために導入された外来天敵昆虫とそれに近縁な

	 日本在来昆虫の交雑個体の検出法	

藤井　義晴ら	 ナギナタガヤのアレロパシーとそのアレロケミカルの同定	

山中　武彦	 侵略的外来昆虫は，密度の低い侵入初期に根絶が容易

	 ― 交尾探索行動を仮定した新しいモデルによる解析 ― 	

藤井　義晴ら	 ナガミヒナゲシはアレロパシー活性が強く，雑草化リスクが大きいので，

	 広がらないようにする必要があります	

楠本　良延ら	 茶生産のために維持される茶草場は貴重な二次的自然の宝庫です	

北本　宏子ら	 飼料作物から牛の餌とバイオエタノールを作る	

西森　基貴ら	 2009 年夏の低日照が特に西日本の水稲作況低下に影響したことを

	 農環研データベース MeteoCrop で解明	

秋山　博子ら	 農耕地から発生する亜酸化窒素の削減効果を定量的に評価

	 ― 硝化抑制剤入り肥料の平均的な削減率は−38% ― 	

白戸　康人ら	 有機物施用が及ぼす農地土壌への炭素蓄積効果を全国推定	

坂西　研二ら	 露地野菜畑における土壌流亡や栄養塩流出を解析するためのモニタリングシステム	

金　　元植ら	 耕地の水消費と CO2 吸収のオンライン監視用ソフトウェア	

芝山　道郎ら	 作物からの分光反射率画像を長期間自動的に記録し生育状態を追跡するシステム	

三島慎一郎ら	 農耕地での窒素・リン酸収支を都道府県単位で算出したデータベース	

吉松　慎一ら	 農業環境技術研究所に寄贈された昆虫タイプ標本 379 点の公開	

堀田　光生ら	 バイオエタノール生産に用いるバイオマス原料および発酵条件の簡便な評価方法	

吉武　　啓ら	 昆虫文献目録「三橋ノート」コウチュウ目 135 冊の画像公開
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平成 22 年度（研究成果情報 第 27 集）

（普及に移しうる成果）

牧野　知之ら	 塩化鉄によるカドミウム汚染水田の実用的土壌洗浄技術

山本　勝利ら	 生物多様性に関する情報を収集，蓄積，提供するための WEB 版農業景観調査情報システム

（RuLIS WEB）

福岡　峰彦ら	 イネ群落内の微気象を捉える自立型気象観測パッケージ「MINCER」

桑形　恒男ら	 気象，土壌，農地利用，温室効果ガスに関する情報をまとめて取得できる web システム

（gamsDB）

阿部　　薫ら	 イムノクロマトキットを用いた農産物のカドミウム濃度の簡易測定法

吉松　慎一ら	 南西諸島で多発生した害虫は目本初発生のアフリカシロナヨトウである

吉武　　啓ら	 昆虫データベース統合インベントリーシステム

小原　　洋ら	 全国土を詳細に区分できる包括的土壌分類第 1 次試案

（主要成果）

清家　伸康ら	 ディルドリン汚染地では，ウリ科作物，根菜類，イモ類の栽培を避けるのが適切

稲生　圭哉ら	 水田で使用する農薬の河川における濃度変化を予測し地図上に表示するシミュレーションモデ

ルの開発

前島　勇治ら	 土壌中におけるジフェニルアルシン酸の化学形態変化とイネヘの移行

山口　紀子ら	 スズメノナスビの根によるカドミウム吸収抑制を可視化

荒尾　知人ら	 農作物中のカドミウム低減対策技術集

小沼　明弘ら	 西オーストラリアからの輸入小麦に混入していた除草剤抵抗性雑草種子

加茂　綱嗣ら	 天敵昆虫ナミテントウの幼虫に対する農地周辺植生に生息するアブラムシの餌適性を解明

山本　勝利ら	 特定外来生物ナガエツルノゲイトウは水田に侵入し拡散する

吉村　泰幸	 ダイズ花粉の空中飛散量は少なく風による飛散距離も短い

松尾　和人ら	 道路沿いのセイヨウナタネは草刈りなどの撹乱が多い環境に生育しやすい

芝池　博幸ら	 大規模圃場で水稲の自然交雑率を実測しました

杜　　明遠ら	 防風ネット・防風植生による交雑抑制効果を評価する数値モデル

田中　幸一ら	 有機・減農薬栽培は水田の水生昆虫にプラスの効果があり，その効果は周辺の環境によって違

う

池田　浩明ら	 水田，休耕田，河川における湿生多年草タコノアシの個体群動態に及ぼす除草剤の影響

藤井　義晴ら	 目本原産のシランのアレロパシーとその原因物質の同定

釘宮　聡一ら	 コナガの天敵である寄生蜂コナガサムライコマユバチが寄主探索で利用する植物揮発性成分

吉本真由美ら	 国際観測ネットワークでイネの高温障害を解明する

石郷岡康史ら	 広域水収支モデルにより天水田地帯の水稲作付面積を推定する

長谷川利拡ら	 イネ生育期間中の CO2・温度上昇は水田からのメタン発生量を大幅に増加させる

須藤　重人ら	 「三次メッシュ気象値ファイル」の WEB ブラウジング化プログラム

白戸　康人ら	 日本の水田と黒ボク士畑に適合する改良 RothC モデル

林　　健太郎	 化学肥料の施肥由来のアンモニア発生インベントリー

江口　定夫ら	 日本の農地土壌の物理的性質データベース So1phyJ の作成

中島　泰弘ら	 窒素・酸素安定同位体自然存在比を用いた地下水中の硝酸イオンの起源推定と脱窒過程の評価

板橋　　直ら	 浅層地下水を通じた環境負荷物質の混合・減衰と濃度分布を面的に予測するための GIS モデル

MacT の開発

板橋　　直ら	 農地由来の硝酸性窒素による地下水汚染リスク評価システム RealN の開発

宮田　　明ら	 ガスフラックスのモニタリングにもとづくイネ単作田の年間炭素収支とその年次間変動
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米村正一郎ら	 温度が土壌からの温室効果ガスの発生・吸収に及ぼす影響を自動連続測定できる実験装置

杜　　明遠ら	 チベット高原における草原生存極限（草線）の気候条件

間野　正美ら	 WEB 上で手軽に実行できる渦相関法データ処理システム

デイビッド・スプレイグ

	 「谷津田」に代表される枝流水田の分布状況の空間指標としての役割

對馬　誠也ら	 赤かび毒デオキシニバレノールを分解する細菌物 Nocardioides sp. WSN05 -2 株をムギ栽培圃場

から分離

吉松　慎一ら	 昆虫文献目録「三橋ノート」全 476 冊の画像の完全公開

吉武　　啓ら	 土生コレクション・オサムシ科の標本目録

大澤　剛士ら	 オサムシ科標本情報閲覧システム

大倉　利明ら	 微地形区分による農地の精密土壌図の作成
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